
 

 

 

 

 

 

 

 

６月は、修学旅行や遠足、避難訓練などの各種行事や各学年の様々な学習活動を感染対策の下順調に行

うことができました。プール学習も始まりました。こうした教育活動は、教室での座学では得られない体

験や仲間との関りを通して学ぶ重要な時間であることを改めて痛感します。子どもたちが、元気に学校生

活を送ることができているのも、ご家庭での健康管理などご協力によるものと心より感謝申し上げます。 

今年は日本各地で６月としては、観測史上初となる猛暑が記録されています。北海道も本州ほどではあ

りませんが、例年より暑い６月となりました。向陵小開校１０周年の記念誌によると７０年前の６月２２

日に行われた「開校入学式」の日も暑かったようです。 

向陵の開校入学式の日、随分あつかったなあ。炎天下道路の両側に大有の子どもがずらりと並んで見送

ってくれました。その中を汗とほこりと涙でぐちゃぐちゃになった子どもたちが黙って歩いてくる。そし

て、校舎の南側の雑草の上に並んでの入学式。 

大有小より３５６名、北鎮小より２４名、計３８０名の子どもたちが、猛暑の中を歩いて、まだ十分な

環境が整っていない校舎に来て、入学式が行われたのが１９５３（昭和 28）年６月２２日でした。 

あの時の気持ち、今もよく覚えているんだけどねえ。子どもの幸福

なんかを考えるより、如何にして不幸にしないかということだった。

大体が、学校の周りに満足な平らなところがないんだ。校舎の横にい

たいけな子どもたちを並べて、がたがたの場所に私が立ってつくづく

思ったねえ。 

開校当時を語る対談で当時の教師が述べていました。また、こんな

エピソードも書かれていました。 

 当時丁度１学級分の校舎が不足のため、北星中学校旧校舎に１教室を借りることになり２年生６０名を

連れて入りました。第一に困ったのは、兵舎だったので室内が大変暗く、雨でも降ろうものなら真っ暗にな

り「先生、おっかないもん。あっちの学校（本校のこと）へ行こうよ。」と言われ慰めるのに一苦労でした。 

開校から約１０年間をかけて９期の増築工事を重ね、右のような旧校舎

が完成しました。開校１０周年記念誌には、子どもたちのための教育環境

を何としても整えたいという強い願いと向陵小学校を良い学校にするとい

う目標に向かって教職員、保護者、地域住民が一つにつながり、力を合わ

せて実現していく姿が詰め込まれています。また、不十分な環境において

も、たくましく成長してきた向陵っ子の姿が記録されていました。 

先人たちの姿から、私たちもコロナ禍を乗り越え、向陵っ子のためによ

りよい学校づくりを進めていかなければならないという思いを新たにする

ことができました。 

１学期も残り１か月となりました。７月の参観日は、低中高３日間にわたり教室とリモート会場でのハ

イブリットでご参観いただきます。１学期の子どもたちの学びの様子をご覧いただくとともに、懇談では

子どもの成長を通して担任と保護者、保護者同士のつながりを深める場となってほしいと考えています。 

職員室前に７０周年記念コーナーとして過去の周年記念誌を展示しております。ご来校の際、お時間が

あればご覧ください。  

【重点教育目標】 

進んで学び、仲間と共に自律的でより良い

生活をつくることができる子どもの育成 

 

よく考え創り出す子（知） やさしく思いやる子（徳)  たくましくがんばる子（体） 

～向陵っ子全員が 笑顔で登校できる学校づくりのために

～に  

令和４年６月３０日(木)発行 第３号 

旭川市立向陵小学校長 里 村  徹 

開校当時の校舎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回は、地震が発生し、その後火災が発生したという想

定での避難訓練を行いました。避難訓練は、「自分の命を

自分で守る力」を身に付ける大切な学習です。消防署の方

と校長の話から、「地震はいつ起こるかわからないけれど、

必ず起きる」、「毎年同じ訓練をきちんと続けることによっ

て、いざというときに正しい行動ができる」ということを

学びました。 

 

６年生 修学旅行大成功！ 

晴天に恵まれ６年生の修学旅行を無事有意義に

終えることができました。様々な感染防止対策によ

り、楽しい食事も黙食など様々な制限をしなければ

ならない旅行でしたが、北方民族博物館、モヨロ貝

塚館、オホーツク流氷館、網走監獄博物館等での見

学や体験などたくさんの有意義な活動ができまし

た。また、立派で行き届いたホテルでの時間など、

一生の思い出となる有意義な体験ができました。 

修学旅行を通して学んだ、自主的で時間を意識し

た素早い行動、公共のルールやマナーの意識、感謝

を伝える挨拶やお礼などの学びを残りの小学校生

活に生かしていくことを期待しています。  

１～４年生 遠足 

豊島雄一さんスクールコンサート 

感染防止のため５・６年生限定でしたが、体育館で豊島雄一さんの

コンサートを鑑賞することができました。豊島さんは、旭川市出身の

オペラ歌手です。武蔵野音楽大学声楽科を卒業後、イタリア・ミラノに

留学。帰国後、新国立劇場で「仮面舞踏会」「カルメン」などに出演。

日本オペラ協会公演「袈裟(けさ)と盛遠」では、バリトンとしては数少

ないタイトルロールを務めた経歴を持ちます。現在は藤原歌劇団に所

属し、母校の武蔵野音大で講師も務めています。 

全国の小中学校で毎年コンサートを開き、今回も体に響きが伝わる

歌声と視力の障害を克服しながら声楽の道を歩んできた自身のお話か

ら「ふるさとを大切に思う気持ち」や「夢をあきらめないことの大切

さ」を子どもたちに伝えてくれました。 

 

晴天に恵まれ遠足を実施することがで

きました。１年生は「春光園」（片道 1.4

㎞）、２年生は「春光台公園」（片道 1.9

㎞）、３年生は「金星公園」（片道 2.9 ㎞）、

４年生は「常盤公園」（片道 3.6 ㎞）に出

掛けました。遠足は、集団の一員としての

意識を高め、正しい集団行動や公共心を

育み、仲間とのより良い関りを築くため

にも大切な行事です。 

 当日は、各学年それぞれの場所での活

動を通して、仲間との絆を深め、楽しい思

い出をつくることができました。帰り道

は暑い中でしたが、子どもたちは顔を真

っ赤にしながら元気に歩き切りました。 

自分の命は自分で守る 地震・火災避難訓

練

博物館「網走監獄」にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

春の読書月間の取組 

２  

すでに右のパンフレッ
トを配付したところです
が、道教委では、子ども
たちが学校や家庭での不
安や悩みを抱え込まずに
相談できる新たな窓口と
して「おなやみポスト」
を設置しました。 

 

子どもたちにたくさん本を読んでもらうために

「読書通帳にチャレンジ」の取組を行いました。本

を読み終えたら読書通帳に記入して１０冊読んでポ

ストに入れるとしおりがもらえます。１０冊達成し

た子がたくさんおり、さらに２０冊以上の子も多数

いたそうです。図書室前には、SDGｓについての本

を紹介する素敵な掲示もされています。 

２年生では、昨年から旭山動物園と連携した生活科の学習を進

めています。学芸員の佐賀真一さんをゲストに招き、子どもたち

が事前に質問した内容に応えてもらいました。佐賀さんは、モル

モットを２匹連れてきてくれ、子どもたちみんなに触らせてくれ

ました。「みんな、かわいいですか？」「かわい～！」「そんなにか

わいいなら、飼ってみますか？」という佐賀さんの提案に「かっ

てみたい！」との反応。「でも、まだみんなはモルモットのお世話

の仕方わからないよね。それが分かるようになったら、飼わせて

あげます。」という約束に子どもたちの調べる意欲に火が付きまし

た。今後、準備ができたら１週間モルモットを動物園からお借り

して教室で育てる本物体験を行います。 

タブレットでは、いろいろな情報を瞬時に得ることができます。

しかし、実際に生き物を飼うときにはうまくいくとは限りません。

モルモットはかわいいですが、うんこやおしっこもしますし、に

おいもします。さて、子どもたちは本物体験からどんなことを学

んでくれるか楽しみです。 

学校では、アンケート

や日常の子どもの様子か

ら子どもの心の悩みを見

逃さず、受け止めること

に努めておりますが、子

どもの思いを受け止める

には多様な窓口があるこ

とは良いことです。 

スマホやタブレット等

により家庭での活用が可

能です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「花火の夕べ」は、今年も中止となります。 
 向陵小「花火の夕べ」は、PTA、市民委員会、

校区にある各町内会の皆様にご賛同、ご協力を

いただきながら花火大会実行委員会を組織し、

子どもたちのために地域住民が一堂に会し、夏

の楽しいひと時を作り上げる恒例の取組です。 

 新型コロナウイルス感染防止のために２年間実施できず、

「開校７０周年を迎える今年こそ」と検討を重ねましたが、

大変残念ながら今年度も実施を見送らせていただくことに

いたしました。コロナ禍が終息し、実施が叶う状況になった

暁には、「花火の夕べ」を復活させたいと考えておりますの

で、ご理解いただきますようお願いいたします。 

  

 

 

 

７月１７日は、「北海道みんなの日」 
「北海道みんなの日（愛称：道みんの日）」は、北海道のこれまでの歴史、文

化や風土について理解と関心を深め、北海道の価値をあらためて認識し、道民で

あることを誇りに思う心を育むことにより、道民が一体となってより豊かな北海

道を築いていくことを期すとともに、道外において、北海道の価値が広く認識さ

れる契機とするために設けられました。7月 17日は、北海道の名付け親とされ

る松浦武四郎が明治 2年に「北加伊道」という名前を提案した日です。この日を

中心に北海道みんなの日を記念し、道内各地で様々な取組が行われます。 

 

 ７月の行事予定 

１日（金）向陵タイム 

４日（月）特別日課、「ほっと」実施 

 ５日（火）３年生消防出前授業、内科健

診（１・３・５年） 

 6日（水）１・２年参観日 

 ７日（木）３・４年参観日、 

租税教室（6年） 

 ８日（金）５・６年参観日 

１１日（月）特別日課、諸費納入日、 

人権の花贈呈式（５年） 

１３日（水）特別日課 

１４日（木）委員会③ 

１５日（金）夏休み図書貸出（低・かたくり） 

１８日（月）海の日 

１９日（火）夏休み図書貸出（中） 

２０日（水）特別日課、夏休み図書貸出（高） 

２２日（金）１学期終業式、特別日課（給

食なし） 

２３日（土）夏季休業（～８月２１日） 

 

旭川市立向陵小学校 
〒070-0865  

北海道旭川市住吉５条１丁目１－１ 

TEL:0166-51-5488 FAX:0166-51-5489 

E-Mail kouchou@kouryou.els.asahikawa-hkd.ed.jp 

HP http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/kouryou-els/ 

 

 

 

 

６月８日（水）に今年度第１回の学校運営協議会

を開催いたしました。会議では、今年度の学校経営

方針を承認いただき、今後の学校運営や地域との

連携の在り方についての熟議では、学校の応援団

としての貴重なご意見や心強いご助言をいただく

ことができました。 

 

 

 

コミュニティ・スクール（ＣＳ）は、学校と地域が

一体となって特色ある学校づくりを進める学校のこ

とで、学校運営協議会は、子どもも、親も、地域住

民もみんなが笑顔で集う学校を支える「学校の応援

団」です。 

今年の学校運営協議会は、左のメンバーとなって

おります。よろしくお願いいたします。 

 

「子どもも、親も、地域住民もみんなが笑顔で集う学校に！」 

委員長   

副委員長   

委員   

委員   

委員   

委員   

事務局長  


